
【現行】酒酔い操船等の禁止（条例第８条の２）

琵琶湖（内湖および入江を含む。）および瀬田川洗堰から上流の瀬田川（以下「琵琶湖等」という。）における水

上交通の安全を確保し、あわせて水上交通に起因する障害の防止に資するとともに、水上の使用に関する事故の防止

を図ることを目的としています。

近年、琵琶湖上において、酒気を帯びた状態の操船者による水上オートバイ等の危険な操船等が課題となっている

ことを踏まえ、酒気を帯びた状態での船舶の操船を禁止するとともに、正常な操船ができないおそれがある状態での

船舶の操船に対する罰則の引上げ等を行うことにより、琵琶湖等における酒気帯びその他の危険な操船を排除する実

効性を高め、水上の安全確保と船舶事故防止を図ろうとするものです。

条例の目的

条例改正の必要性

主な改正点

○酒酔い操船 （全船舶対象）
※アルコールの影響により正常な操船ができないおそれがある状態

（３月以下の懲役または50万円以下の罰金）

○酒気帯び操船 （動力船に限る。）
※規則で定める程度以上にアルコールを保有する状態

（３月以下の懲役または30万円以下の罰金）

【条文】

船舶の操船者は酒に酔つた状態その他正常な操船

ができないおそれがある状態で、操船してはならない。

○薬物の影響その他の理由により正常な操船がで

きないおそれがある状態での操船 （全船舶対象）

（３月以下の懲役または50万円以下の罰金）

３ 安全確保等の措置（第８条の３）

・呼気検査

・操船者への指示等応急の措置

○呼気検査を拒否または妨げた場合

（20万円以下の罰金）

２ 薬物の影響その他の理由により正常

な操船ができないおそれがある状態で

の操船の禁止（第８条の２第２項）

１ 酒気を帯びた状態での操船の禁止

（第８条の２第１項）

【罰則】
２月以下の懲役または30万円以下の罰金

禁止行為等 罰 則

４ 遊興船舶等設置者（貸し船事業者等）が執るべき措置（第16条第２項第１号）

酒気を帯びた状態または薬物の影響その他の理由により正常な操船ができないおそれがある状態で

ある者に対する遊興船舶等の貸出しの禁止

（令和６年７月１日施行予定）

５ 遊興船舶等保管業者（マリーナ）が執るよう努めるべき措置（第16条の２第２号）

酒気を帯びた状態または薬物の影響その他の理由により正常な操船ができないおそれがある状態で

ある者に対する操船の禁止に係る指導
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滋賀県琵琶湖等水上安全条例上の船舶の範囲

・漁 船

・観光船

・作業船
・水上オートバイ

・モーターボート

・ヨット（機関あり）
（機関使用中）

・ミニボート
（2馬力、全長３ｍ未満）

・手漕ぎ・足漕ぎボート

・ヨット（機関なし）

・SUP

・ヨット（機関あり）
（帆走中）

・カヌー・カヤック

船舶

レジャー用で機関を有する船舶

推進機関を
有する船舶

推進機関を有しない船舶

玩具に類するボート類

・ビニールボート

水上航行の用に供する船舟類

プレジャーボート

機関で推進している船舶

ろかい船等

・ウィンドサーフィン

動力船酒気帯び操船
の罰則対象

酒酔い・薬物等操船
の罰則対象



○琵琶湖等における船舶事故の状況（R5は11末現在）
・件数と負傷状況

死者 重傷 軽傷 無事救助

R05 64件 153人 3人 11人 16人 123人

R04 48件 101人 0人 13人 13人 75人

R03 34件 79人 1人 9人 11人 58人

R02 53件 151人 2人 8人 21人 120人

H31 64件 173人 1人 8人 17人 147人

H30 42件 98人 3人 7人 13人 75人

305件

・船種別

モーターボート 水上オートバイ

R05 64件 45件 13件 16件 19件

R04 48件 38件 13件 12件 10件

R03 34件 24件 6件 8件 10件

R02 53件 44件 16件 13件 9件

H31 64件 43件 16件 11件 21件

H30 42件 32件 9件 11件 10件

総計 305件 226件 73件 71件 79件

74.1% (23.9%) (23.3%) 25.9%

・船長の飲酒の有無

動力船 無動力船

R05 64件 7件 5件 2件

R04 48件 4件 3件 1件

R03 34件 1件 1件 0件

R02 53件 4件 3件 1件

H31 64件 2件 2件 0件

H30 42件 3件 3件 0件

総計 305件 21件 17件 4件

無動力船

年 事故総件数 飲酒合計

総計件数年

年 総計
動　力　船



 

 

滋賀県琵琶湖等水上安全条例の一部を改正する条例案要綱 

 

 

１ 改正の理由 

  近年、琵琶湖上において、酒気を帯びた状態の操船者による水上オートバイ等の危険な

操船等が課題となっていることを踏まえ、酒気を帯びた状態での船舶の操船を禁止すると

ともに、正常な操船ができないおそれがある状態での船舶の操船に対する罰則の引上げ等

を行うため、滋賀県琵琶湖等水上安全条例（昭和 30 年滋賀県条例第 55 号）の一部を改正

しようとするものです。 

 

２ 改正の概要 

(1) 何人も、酒気を帯びた状態で船舶を操船してはならないこととします。（第８条の２

関係） 

(2) 何人も、(1)の場合のほか、薬物の影響その他の理由により、正常な操船ができないお

それがある状態で船舶を操船してはならないこととします。（第８条の２関係） 

(3) 警察官は、船舶に乗船し、または乗船しようとしている者が(1)に違反して船舶を操船

するおそれがあると認められるときは、(4)による措置に関し、その者が身体に保有して

いるアルコールの程度について調査するため、公安委員会規則で定めるところにより、

その者の呼気の検査をすることができることとします。（第８条の３関係） 

(4) 警察官は、(3)の検査を行った場合において、当該船舶の操船者が(1)に違反して船舶

を操船するおそれがあるときは、その者が正常な操船ができる状態になるまで船舶の操

船をしてはならない旨を指示する等水上交通の安全を確保し、または事故を防止するた

め必要な応急の措置を執ることができることとします。（第８条の３関係） 

(5) 遊興船舶等を設けて人に利用させる者は、水上交通の安全のため、操船しようとする

者が酒気を帯びた状態または薬物の影響その他の理由により正常な操船ができないおそ

れがある状態であると認められるときは、遊興船舶等を貸し出さないとの措置を執らな

ければならないこととします。（第 16 条関係） 

(6) 遊興に供する船舶を保管するための施設または設備を設け、業として人に利用させよ

うとする者は、水上交通の安全のため、操船しようとする者に対し、酒気を帯びた状態

または薬物の影響その他の理由により正常な操船ができないおそれがある状態で操船し

ないよう指導するとの措置を執るよう努めなければならないこととします。（第 16 条の

２関係） 

(7) 次のいずれかに該当する者は、３月以下の懲役または 50 万円以下の罰金に処するこ

ととします。（第 25 条関係） 



ア (1)に違反して船舶を操船した者で、酒に酔った状態（アルコールの影響により正常

な操船ができないおそれがある状態をいう。）にあったもの 

イ (2)に違反して船舶を操船した者 

(8) (1)に違反して船舶（動力船に限る。）を操船した者で、身体に公安委員会規則で定

める程度以上にアルコールを保有する状態にあったものは、３月以下の懲役または30万

円以下の罰金に処することとします。（第25条関係） 

(9) (3)による警察官の検査を拒み、または妨げた者は、20万円以下の罰金に処することと

します。（第25条関係） 

(10) その他 

ア この条例は、令和６年７月１日から施行することとします。 

イ この条例の施行に関し必要な経過措置を定めることとします。 

ウ その他必要な規定の整理を行うこととします。 
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滋賀県琵琶湖等水上安全条例新旧対照表 

旧 新 

第１条～第８条 省略 

 （酒酔い操船等の禁止） 

第８条の２ （新設） 

 船舶の操船者は、酒に酔つた状態その他の正常な操船ができないおそれが

ある状態で、操船してはならない。 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９条～第15条 省略 

第16条 省略 

２  琵琶湖等またはその付近地を利用して遊興船舶等を設けて人に利用させる

者は、前条の措置のほか、水上交通の安全のため、次に掲げる措置を執らな

ければならない。 

(1) 操船しようとする者が酒に酔つた状態その他の正常な操船ができないお

それがある状態であると認められるときは、遊興船舶等を貸し出さないこ

と。 

(2) 省略 

第１条～第８条 省略 

 （酒気帯び操船等の禁止） 

第８条の２ 何人も、酒気を帯びた状態で船舶を操船してはならない。 

２ 何人も、前項に規定する場合のほか、薬物の影響その他の理由により、正

常な操船ができないおそれがある状態で船舶を操船してはならない。 

 （安全確保等の措置） 

第８条の３ 警察官は、船舶に乗船し、または乗船しようとしている者が前条

第１項の規定に違反して船舶を操船するおそれがあると認められるときは、

次項の規定による措置に関し、その者が身体に保有しているアルコールの程

度について調査するため、公安委員会規則で定めるところにより、その者の

呼気の検査をすることができる。 

２ 警察官は、前項の検査を行つた場合において、当該船舶の操船者が前条第

１項の規定に違反して船舶を操船するおそれがあるときは、その者が正常な

操船ができる状態になるまで船舶の操船をしてはならない旨を指示する等水

上交通の安全を確保し、または事故を防止するため必要な応急の措置を執る

ことができる。 

第９条～第15条 省略 

第16条 省略 

２ 琵琶湖等またはその付近地を利用して遊興船舶等を設けて人に利用させる

者は、前条の措置のほか、水上交通の安全のため、次に掲げる措置を執らな

ければならない。 

(1) 操船しようとする者が酒気を帯びた状態または薬物の影響その他の理由

により正常な操船ができないおそれがある状態であると認められるとき

は、遊興船舶等を貸し出さないこと。 

(2) 省略 
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第16条の２ 琵琶湖等またはその付近地を利用して、遊興に供する船舶を保管

するための施設または設備を設け、業として人に利用させようとする者は、

水上交通の安全のため、次に掲げる措置を執るよう努めなければならない。 

(1) 省略 

(2) 操船しようとする者に対し、酒に酔つた状態その他の正常な操船ができ

ないおそれがある状態で操船しないよう指導すること。 

 

(3)・(4)  省略 

第 17 条～第 24条 省略  

 （罰則） 

第 25 条 第 10 条前段の規定に違反して、航行による事故が発生したとき必要

な措置を執らなかつた船舶の操船者は、３月以下の懲役または 50 万円以下

の罰金に処する。 

 

 

 

 

 

２ 第８条の２の規定に違反した者は、２月以下の懲役または 30 万円以下の

罰金に処する。 

 

 

３ 次の各号のいずれかに該当する者は、30 万円以下の罰金に処する。 

 

(1) 第９条の２の規定に違反した者 

(2) 第 13 条第１項もしくは第２項、第 18 条または第 19 条第２項の規定に

よる公安委員会の命令に従わなかつた者 

(3) 第 17 条第１項の規定による公安委員会の指示に従わなかつた者 

第16条の２ 琵琶湖等またはその付近地を利用して、遊興に供する船舶を保管

するための施設または設備を設け、業として人に利用させようとする者は、

水上交通の安全のため、次に掲げる措置を執るよう努めなければならない。 

(1) 省略 

(2) 操船しようとする者に対し、酒気を帯びた状態または薬物の影響その他

の理由により正常な操船ができないおそれがある状態で操船しないよう指

導すること。 

(3)・(4)  省略 

第 17 条～第 24条 省略 

 （罰則） 

第 25 条 次の各号のいずれかに該当する者は、３月以下の懲役または 50万円

以下の罰金に処する。 

(1) 第８条の２第１項の規定に違反して船舶を操船した者で、その操船をし

た場合において酒に酔つた状態（アルコールの影響により正常な操船がで

きないおそれがある状態をいう。）にあつたもの 

(2) 第８条の２第２項の規定に違反して船舶を操船した者 

(3) 第 10 条前段の規定に違反して、航行による事故が発生したとき必要な

措置を執らなかつた船舶の操船者 

２ 第８条の２第１項の規定に違反して船舶（動力船に限る。）を操船した者

で、その操船をした場合において身体に公安委員会規則で定める程度以上に

アルコールを保有する状態にあつたものは、３月以下の懲役または30万円以

下の罰金に処する。 

３ 次の各号のいずれかに該当する場合には、当該違反行為をした者は、30 万

円以下の罰金に処する。 

(1) 第９条の２の規定に違反したとき。 

(2) 第 13 条第１項もしくは第２項、第 18 条または第 19 条第２項の規定に

よる公安委員会の命令に従わなかつたとき。 

(3) 第 17 条第１項の規定による公安委員会の指示に従わなかつたとき。 
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(4) 第 17 条第２項の規定による警察官の指示に従わなかつた者 

(5) 第 17 条の２第２項の規定に違反した者 

(6) 第 17 条の２第５項の規定に違反した者 

(7) 第 20 条の規定による公安委員会の指定または制限に違反して船舶を操

船した者 

４ 次の各号のいずれかに該当する者は、20 万円以下の罰金に処する。 

  （新設） 

 (1)・(2) 省略 

(3) 第 11 条第１項または第 12 条第１項の規定による届出（第 11 条第１項

第１号に掲げる行為に係る届出を除く。）をせず、または虚偽の届出をした

者 

(4) 省略 

（新設） 

 

 

５ 省略 

（両罰規定） 

第 26 条 法人の代表者または法人もしくは人の代理人、使用人その他の従業

者が、その法人または人の業務に関して前条第３項（第４号を除く。）または

第４項第３号の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人また

は人に対しても同条の罰金刑を科する。 

付則 省略 

(4) 第 17 条第２項の規定による警察官の指示に従わなかつたとき。 

(5) 第 17 条の２第２項の規定に違反したとき。 

(6) 第 17 条の２第５項の規定に違反したとき。 

(7) 第 20 条の規定による公安委員会の指定または制限に違反して船舶を操

船したとき。 

４ 次の各号のいずれかに該当する者は、20万円以下の罰金に処する。 
(1) 第８条の３第１項の規定による警察官の検査を拒み、または妨げた者 

(2)・(3) 省略 

（削除） 

 

 

(4) 省略 

５ 第 11 条第１項または第 12 条第１項の規定による届出（第 11 条第１項第

１号に掲げる行為に係る届出を除く。）をせず、または虚偽の届出をしたとき

は、当該違反行為をした者は、20万円以下の罰金に処する。 

６ 省略 
 （両罰規定） 
第 26 条 法人の代表者または法人もしくは人の代理人、使用人その他の従業

者が、その法人または人の業務に関して前条第３項（第４号を除く。）または

第５項の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人または人に

対しても同条の罰金刑を科する。 

付則 省略 
  


